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〇 県内で外来集団の侵入・定着が確認されている5種類（フナ属、ツチフキ、ゼゼラ、モツゴ、ドジョウ属）に
ついて、標本に紐づいたcytb領域と12S領域の塩基配列データセットを作成した。 
 
〇 外来種タイリクバラタナゴの交雑集団と、在来種ニッポンバラタナゴ純系集団のそれぞれについて採水・分析 
を行ったが、タイリクバラタナゴの検出ができなかった。 

４）県民の健康の保持又は環境の保全への貢献  
 外来魚類の侵入・定着状況を早期に把握することが可能となり、健康被害や産業被害を効果的に解決することに

貢献する。また、県侵略的外来種リスト掲載種を対象とした調査も円滑に進めることで環境保全にも貢献する。 
５）調査研究結果の独創性，新規性 
種レベルの検出手法の確立を行うと同時に、一部の種については外来集団の検出に必要な塩基配列データを整備する

ことができた。これにより遺伝的攪乱の現状把握のための調査を進めることが可能となった。 

６）成果の活用状況（技術移転・活用の可能性） 
県ワンヘルス推進行動計画に明記された「生物多様性に配慮した公共工事の進展」を円滑に進める上で、環境アセ

スメント調査手法としての活用が行われた。 
７）当該調査研究課題に関する発表等 
 
  ① 行政に対する情報提供  
・福岡県筑後農林事務所が実施する水路改修に伴う希少淡水魚類保全を目的とした環境DNA調査において、その調
査地点選定や採水手法について助言を行った。 

 ・大分県日田土木事務所が実施する河川改修に伴う希少淡水魚類保全を目的とした環境DNA調査において、その調
査地点選定や採水手法について助言を行った。 

 ・環境省が実施する国内希少野生動植物種セボシタビラの分布把握を目的とした環境DNA調査において、その調査
地点選定や採水手法について助言を行った。 

 
 ② 県民への情報提供（保環研ニュース・年報・新聞報道等） 
・平川周作・中島 淳（2020）河川水を対象とした環境DNA分析による魚類相調査の可能性．福岡県保健環境研究
所年報，47：62-66． 
・保健環境研究所公式ツイッター（@Fihes_Fukuoka）における環境DNA調査手法や調査風景の紹介（2021年11月30
日、2021年12月10日、2022年8月3日）． 

  
 ③ 学会誌掲載、学会発表     
 ・平川周作・中島 淳・松木昌也・古賀敬興・秦 弘一郎・柏原 学・古閑豊和・石間妙子・金子洋平・宮脇 崇・

志水信弘・松本源生・石橋融子（2022）水生生物の保全に係る水質環境基準の指標となる魚種の生息状況調査にお
ける環境DNA分析の可能性．全国環境研会誌，47：19-24． 
・中島 淳・平川周作（2021）環境DNAを用いた河川魚類相調査について．第47回九州衛生環境技術協議会（オン
ライン）． 
・平川周作・中島 淳・大井和之（2020）九州に生息する純淡水魚を対象とした個体標本にトレーサブルなDNAデ
ータベースの構築 －MiFish領域－．第３回環境DNA学会・第36回個体群生態学会大会合同大会（オンライン）． 

  
 ④ その他（学会賞の受賞，特許出願）   
 日本環境化学会 第30回環境化学技術賞 

 


